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たのが(運の尽きでした，今も)坂東さんはマイクを握って， poised to attackという感じで(笑).
お手やわらかにお願いします.






4脚注はすべて 2007年 12月 11-12日に加えた補足である.このセッションの後早川さんと食い足りないところの補
足プランについてやりとりしていたが，校正刷りが(郵便の問題で)締め切り寸前に届いたので，系統的補足は一切やめ
て，誤解を招く発言への補足，多少の updateと，重大な訂正のみを脚注の形で加えるにとどめた.Integrative N，αtural 
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そういうものを意味しているわけです.例えば icomplex number Jというときには，これはガウス
が名前を付けたのですけれども， iなんだかわけのわからない数字Jという意味で icomplex numberJ 



























































l fields for fuωre 闘爾閤
ここまでが反省と前置き.
ではどうするか?
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lndeed facts are elusive and you usually have to know 
what you are looking for before you c叩 findone. [G . 




















































































11たとえば， D. Sadava， H. C. Heller， G. H. Orians， W. K. Purves組 dD. M. Hi1lis， Life: The Science of Biology 
















DNA rv 1mm vs rv 1m 
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通常:Nurses for ca. 20 days 
→Foragers (NF transition) 



























































One of the best appreciation of Darwinism: 
Wha七explanationwas possible but that of community of descent? 
How incredible 比appearedth鉱山ishad not been seen years ago -
yes， even before i七wasdiscovered that the world was round and w邸
one of a system of planets revolving round the sun. All this s七arry
knowledge was of li七tleor no importance compared to tha七ofour 
rela七ionshipwith al the infinitely various forms of life that share the 
earth with us. Yet it was not til the second half of the nineteenth 
century that出isgreat， almost self-evident truth had won a hearing 
in the world! 
[W. H. Hudson， Far aω句 andLong ago - a history of my early 
life-(E. P. Dutton & Company， New York， 1918) p329-330] 
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(仰い5総I"a". "-， ...bCn s>c>，->/j機材m ，~." (G) _C:;:;-、?一 三点三:<:>~:;~(S;/;.~ ι-肉回出 Jom 守宅丹念いyZAV例討 が
G.01arvin国乱，Ann.F包v.Eliophys.日omol.Sruc!34 201 (2005) 
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[Slide 39] こういうふうに iTopoisomeraseIJ というのがあって，こんなのがぶつかっていっ
て，もつれそうになったら，ぱっとつなぎ換える酵素があります.だから結局，もう，われわれの
細胞の時間スケールで、は素通りなのです.topologyもくそもあったもんじゃないです.

















cDNA spots， forexample. 













































































Organismal Phenomics () 
が必要.例えばどういうことをしなくてはいけないか?
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出したい.Theory of dynamical systemsの向こうをはったような Theoryof biological systemsを



































































































































ると.それから例えば代表的なUndergraduateTextbookによれば，それは iGenetic system 
























































































































































































でなく IFCをも活用する系がある.前者が Procarya的路線であり，後者が Eucarya的路線である.この二つしかな
い. しかし， Critical pointがあってたとえばProcaryaレベルが Eucaryaレベノレになったと考える論理的必然性はな
い.実際， ProcaryaはEucaryaから進化したもので、あってもいっこうに矛盾はない.
38 r複雑性とは何かJというような質問を(的を絞るための作業仮説として以外には)意識的に避けることから私の議
論は出発している.皆さんが複雑だというものの重要な特徴は何であり，それについて何が観察され，それから何が言
えるか，といっているので、あって，これこそが「複雑系」を定義するなどといってはいなし、.新たな研究をするときは
たぶん「問題が明らかになっていないと，答えは出ないJというのではなく「答えを知っていないと答えは出せない」
に近いだろう.
? ????
